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対応機種が限定されている機能
以下の機能は対応機種が限定されています。

：対応  –：未対応

機能
対応機種（本体に表記されている形名）

参照
IR4051 IR4052-50 IR4053 IR4055

表示桁数切替 –  – – p. 37
1分値表示 –  – – p. 39
マイナス電圧通知 – –   p. 42
低抵抗測定   – – p. 43
PVΩ測定 – –   p. 45
無線通信
（GENNECT Cross） – * –  p. 53

無線通信（HID機能） – * – – p. 57
*： Z3210 ワイヤレスアダプタ（オプション）が必要です。
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はじめに

はじめに
このたびは、HIOKI IR4051-10, IR4051-11, IR4052-50, 
IR4052-51, IR4053-10, IR4053-11, IR4055-11 絶縁抵抗計をご
選定いただき、誠にありがとうございます。この製品を十分にご活
用いただき、末長くご使用いただくためにも、取扱説明書はていね
いに扱い、大切に保管してください。
以降は、本体に表記されている形名で記載します。

梱包内容の確認
本器がお手元に届きましたら、輸送中において異常または破損がな
いか点検してからご使用ください。特に付属品、パネル面のスイッ
チ、および端子類に注意してください。万一、破損がある場合や仕
様どおり動作しない場合は、お買上店（代理店）か最寄りの営業拠
点にご連絡ください。梱包内容が正しいか確認してください。

□ 絶縁抵抗計
IR4051, IR4053, IR4055

IR4052-50

□
□
取扱説明書
使用上の注意
（0990A907）

□ 単3形アルカリ乾電池（LR6）
×4

□ L9787 テストリード
（本器の枝番 -10, -50のみ）

□ L9788-11 スイッチ付きリードセット
（本器の枝番 -11, -51のみ）

□ C0108 携帯用ケース
（IR4052-50, -51のみ）

□ 首かけストラップ
（IR4051, IR4053, IR4055のみ）
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梱包内容の確認

オプション
本器には次のオプションがあります。お買い求めの際は、お買上店
（代理店）か最寄りの営業拠点にご連絡ください。
オプションは、変更になる場合があります。弊社ウェブサイトで最
新の情報をご確認ください。
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梱包内容の確認

製品名 最大定格電圧および最大定格電流

1 L9788-11 スイッチ付きリードセット CAT III 600 V/CAT II 600 V, 2 A

2
9804-01 マグネットアダプタ（赤）
9804-02 マグネットアダプタ（黒）
（φ11 mm、 標準対応ねじ：M6 ナベねじ）

CAT IV 1000 V, 2 A

3 L9787 テストリード（1.2 m） CAT III 600 V/CAT II 600 V, 10 A

4 L9787-91 ブレーカピン CAT III 600 V, 10 A

5 L9788-10 スイッチ付きリード CAT III 600 V/CAT II 600 V, 2 A

6 L9788-92 ブレーカピン CAT III 600 V, 2 A

7 L9788-90 先ピン CAT III 600 V/CAT II 600 V, 2 A

8 L4930 接続ケーブル（1.2 m） CAT IV 600 V/CAT III 1000 V, 10 A

9 L4935 ワニ口クリップ CAT IV 600 V/CAT III 1000 V, 10 A

10 L4938 テストピン CAT III 600 V/CAT II 600 V, 10 A

11 Z3210 ワイヤレスアダプタ
（IR4052-50用） –

12 C0108 携帯用ケース
（IR4052-50用） –
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表記について

表記について
安全に関する表記
本書では、リスクの重大性および危険性のレベルを以下のように区
分して表記します。

 危 険 作業者が死亡または重傷に至る切迫した危険がある場合
について記述しています。

 警 告 作業者が死亡または重傷を負う可能性がある場合につい
て記述しています。

 注 意
作業者が軽傷を負う可能性がある場合、または機器など
に損害や故障を引き起こすことが予想される場合につい
て記述しています。

重要 操作および保守作業上、特に知っておかなければならな
い情報や内容がある場合に記述します。
強磁石による危険があることを示します。
ペースメーカーや電子医療機器の作動を損ないます。

してはいけない行為を示します。

必ず行っていただく「強制」事項を示します。

* 説明を下部に記載しています。

HIOKI IR4052C960-01



5

表記について

機器上の記号
注意や危険を示します。機
器上にこの記号が表示され
ている場合は、取扱説明書
の該当箇所を参照ください。
この端子には、危険な電圧
がかかることを示します。
二重絶縁または強化絶縁で
全体が保護されている機器
を示します。

接地端子を示します。

直流（DC）を示します。

交流（AC）を示します。

660 Vを超える交流配電
系統では使用してはなら
ないことを示します。

規格に関する記号

EU加盟国における、電子電気機器の廃棄に関わる法規制
（WEEE指令）のマークです。

EU指令が示す規制に適合していることを示します。

画面表示
本器の画面では、英数字を次のように表示しています。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

A B C D E F G H I J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z
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表記について

確度の表記
測定器の確度は、リーディング （reading）に対する割合とディジッ
ト（digits）で誤差の限界値を規定することにより表しています。

リーディング
（表示値）

測定器が表示している値を示します。リーディング誤差の
限界値は「% of reading（% rdg）」を用いて表しています。

ディジット
（分解能）

デジタル測定器の最小表示単位、つまり最小桁の1を表し
ます。ディジット誤差の限界値は「digits（dgt）」を用いて
表しています。

商標
 • Bluetooth®ワードマークおよびロゴは登録商標であり、

Bluetooth SIG, Inc.が所有権を有します。
日置電機株式会社は使用許諾の下でこれらのマークおよびロゴを
使用しています。その他の商標および登録商標は、それぞれの所
有者の商標および登録商標です。

 • Microsoft Excelは米国Microsoft Corporationの米国、日本お
よびその他の国における登録商標または商標です。
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安全について

安全について
本器は IEC 61010安全規格に従って、設計され、試験し、安全な
状態で出荷されています。ただし、この取扱説明書の記載事項を守
らない場合は、本器が備えている安全確保のための機能が損なわれ
る可能性があります。
本器を使用する前に、次の安全に関する事項をよくお読みください。

 危 険
誤った使いかたをすると、人身事故や機器の故障につな
がる可能性があります。この取扱説明書を熟読し、十分
に内容を理解してから操作してください。

 警 告
保護具について
本器は活線で測定します。感電事故を防ぐため、法規制
に従い、絶縁保護具を着用してください。

1

2

3

4

5

6

7

付
録

索
引

HIOKI IR4052C960-01



8

安全について

測定カテゴリについて
測定器を安全に使用するため、IEC 61010では測定カテゴリとし
て、使用する場所により安全レベルの基準をCAT II～ CAT IVで
分類しています。

 危 険
 • カテゴリの数値の小さいクラスの測定器で、数値の大
きいクラスに該当する場所を測定すると重大な事故に
つながる恐れがありますので、絶対に避けてください。

 • カテゴリ表記のない測定器で、CAT II～ CAT IVの測
定カテゴリを測定すると重大な事故につながる恐れが
ありますので、絶対に避けてください。

本器はCAT III 600 Vに適合しています。
CAT II: コンセントに接続する電源コード付き機器（可搬形工具・家庭用電

気製品など）の一次側電路コンセント差込口を直接測定する場合。
CAT III: 直接分電盤から電気を取り込む機器（固定設備）の一次側および分

電盤からコンセントまでの電路を測定する場合。
CAT IV: 建造物への引込み電路、引込み口から電力量メーターおよび一次

側電流保護装置（分電盤）までの電路を測定する場合。

T  コンセント

CAT II
屋内配線

分電盤

引込み口

引込み線

CAT IV
電力量メーター

CAT III

固定設備

HIOKI IR4052C960-01
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ご使用にあたっての注意

ご使用にあたっての注意
本器を安全にご使用いただくために、また機能を十二分にご活用い
ただくために、次の注意事項をお守りください。
本器の仕様だけではなく、使用する付属品、オプション、電池など
の仕様の範囲内で本器をご使用ください。

 危 険
 • 安全のため、テストリードを使用する場合は、分電盤
の一次側には接続しないでください。

 • テストリード先端の金属部で測定ラインの2線間を短
絡しないでください。アークの発生など重大な事故に
至る可能性があります。

 • 短絡・感電事故を防ぐため、測定中はテストリード先
端の金属部には絶対に触れないでください。

 • 感電事故を防ぐため、テストリードの先端で電圧のか
かっているラインを短絡しないでください。

テストリードや本器に損傷があると感電の危険がありま
す。ご使用の前に必ず以下の点検を行ってください。
 • テストリードの被覆が破れたり、金属が露出したりし
ていないか、使用する前に確認してください。損傷が
ある場合は、弊社指定のものと交換してください。

 • 保存や輸送による故障がないか、点検と動作確認をし
てから使用してください。故障を確認した場合は、お
買上店（代理店）か最寄りの営業拠点にご連絡ください。
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ご使用にあたっての注意

 警 告
 • 感電、短絡事故または本器の破損を避けるため、次の
ことに注意してください。測定前に必ずロータリース
イッチの位置を確認してください。ロータリースイッ
チを切り替えるときは、テストリードを測定対象から
外してください。

 • 本器の定格および仕様の範囲を超えて使用しないでくだ
さい。本器の破損により、感電事故に至る恐れがあります。

 • 本器を使用するときは、必ず弊社指定のテストリード
を使用してください。指定以外のテストリードを使用
すると安全に測定できません。

 • 電気事故を防ぐため、測定回路の電源を一度切ってか
ら、テストリードを接続してください。

 • 感電事故を防ぐため、本器とテストリードに表示され
ている低い方の定格でご使用ください。

 注 意
 • 0°C以下の環境では、ケーブルが硬くなります。この状
態でケーブルを曲げたり、引っ張ったりした場合、ケー
ブルの被覆破損、および断線の可能性がありますので
注意してください。

 • 本器の外装による保護の等級（EN 60529による）は
IP40*です。

* IP40：
外装による危険な箇所への接近、外来固形物の侵入、水の浸入に対
する保護の等級を表します。
4: 直径1.0 mmの針金での危険な部分への接近に対して保護されている。
0: 外装内の器具が水に対し有害な影響がないように保護されていない。

HIOKI IR4052C960-01
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ご使用にあたっての注意

本器の設置

 警 告
本器の故障、事故の原因になりますので、次のような場
所には設置しないでください。
 • 直射日光があたる場所、高温になる場所
 • 腐食性ガスや爆発性ガスが発生する場所
 • 強力な電磁波を発生する場所、帯電しているものの近く
 • 誘導加熱装置の近く（高周波誘導加熱装置、IH調理器
具など）

 • 機械的振動の多い場所
 • 水、油、薬品、溶剤などのかかる場所
 • 多湿、結露する場所
 • ほこりの多い場所

 注 意
不安定な台の上や傾いた場所に置かないでください。落
ちたり、倒れたりした場合、けがや本器の故障の原因に
なります。

輸送時の注意
本器を輸送する場合は、振動や衝撃で破損しないように取り扱って
ください。
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ご使用にあたっての注意

本器の取り扱い

 危 険
 • ペースメーカーなど電子医療機器を装着した人は 

9804-01, 9804-02 マグネットアダプタを使用しない
でください。また、9804-01, 9804-02を近づけること
も大変危険ですのでおやめください。医療機器の正常
な作動を損ない、人命に関わる恐れがあります。

 注 意
本器の損傷を防ぐため、運搬および取り扱いの際は振動、
衝撃を避けてください。特に、落下などによる衝撃に注
意してください。

テストリード

 注 意
 • テストリードの先端金属ピンには、取り外し可能な
キャップが装着されています。短絡事故を防ぐため、
測定カテゴリCAT IIIで測定するときは、必ずキャップ
を付けて使用してください。CAT IIで測定するときは、
キャップを外して使用してください。OFFになってい
るブレーカーの二次側は、キャップを外して使用でき
ます。（参照：「測定カテゴリについて」（p. 8））

 • 測定中に不用意にキャップが外れた場合は、測定を中
止してください。(p. 25)

HIOKI IR4052C960-01
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1 概要

1.1 概要と特長
本器は、絶縁試験の作業時間短縮を実現する絶縁抵抗計です。
本器は製造ライン用に設計されていないため、製造ラインでのご使
用には適していません。製造ラインにはST5520 絶縁抵抗試験器
をご使用ください。

高速応答
 • 従来機種に比べ、応答速度を大幅に改善
 • 指針形のように使用できる

強化されたコンパレーター機能
 • 測定開始から良否判定までの時間が非常に短いため、テスターの導通チェッ
クのように使用できる

 • FAIL判定（不良）時は、バックライトが赤色に点灯

測定値のふらつきが小さい
 • 一般的な測定環境では、測定値がふらつかない

見やすい表示部
 • バックライトの光源に高輝度白色LEDを搭載
 • 視野角の広いLCDを採用

高確度な電圧測定機能
 • カードテスタと同等の確度を持つ直流 /交流電圧計を搭載
 • 電圧測定時にカードテスタに持ち替える必要がない

表示桁数の変更が可能（IR4052-50のみ）

PVΩ測定機能（IR4053, IR4055のみ）
 • 太陽電池パネルの絶縁抵抗を正確に測定できる

1 概要
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各部の名称と機能

1.2 各部の名称と機能
正面
IR4051, IR4052-50（イラストは IR4052-50）

1065 97 8

1 表示部

32

(p. 9)

(p. 18, p. 20, 
p. 34, p. 41)

4

(p. 9)

上部

1 MEASUREキー (p. 15) 絶縁抵抗測定開始

2 EARTH端子 黒色テストリードを接続

3 CONTROL端子 L9788-10 スイッチ付きリードを制御

4 LINE端子 赤色テストリードを接続

5 ロータリースイッチ 測定機能切り替え

6 LIGHTキー バックライト点灯 /消灯

7
0Ω ADJキー

低抵抗レンジでゼロアジャスト実行
COMPキーと同時に押す：無線通信機能の
設定 (p. 53)（IR4052-50）

MΩ DISPLAYキー 絶縁抵抗レンジで表示桁数変更 (p. 37)
（IR4052-50）

8 活線警告表示 測定端子間に電圧が存在しているとき点灯

9 COMPキー
コンパレーター判定基準値の設定
0Ω ADJキーと同時に押す：無線通信機能
の設定 (p. 53)（IR4052-50）

10 RELEASEキー 500 Vまたは1000 Vレンジにセット時、
測定前に押す（誤印加防止のため）

HIOKI IR4052C960-01
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各部の名称と機能

IR4053, IR4055（イラストは IR4055）

1 32
（その他は IR4051, IR4052-50と

同様）

1 500 V↔1000 Vキー PVΩレンジ時、500 V、1000 V切り替え

2 COMPキー（1 s） 無線通信機能の設定 (p. 53)（IR4055）

3 500 V/1000 V 
RELEASEキー

 • 500 V、1000 Vレンジにセット時、測定前
に押す（誤印加防止のため）

 • PVΩレンジにセット時、印加電圧を確定

MEASUREキーについて

MEASURE
キーの操作

引き起こす* 右側を押し続ける 倒す（または離す）

本書内の記載 MEASUREキーを 
ONにする

MEASUREキーを 
OFFにする

*：連続測定するときに便利です。

電源OFFについて

ロータリース
イッチの状態

本書内の記載 ロータリースイッ
チをOFFにする

1

2

3

4

5

6

7
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各部の名称と機能

表示部
IR4052-50

バーグラフ

測定値

コンパレーター判定基準値または1分値

電池残量表示（3段階）(p. 29)
Vレンジで測定した電圧が直流のとき点灯
Vレンジで測定した電圧が交流のとき点灯

測定値が最小表示値以下のとき点滅

測定値が最大表示値以上のとき点滅

測定値をホールドしているとき点灯
コンパレーター判定がPASS判定（良）のとき点灯 (p. 31)

コンパレーター判定がFAIL判定（不良）のとき点灯 (p. 31)

測定端子間に危険な電圧が存在するとき点滅

判定結果ブザー（コンパレーター設定時のみ）(p. 31)
オートパワーセーブ機能が働く30秒前になると表示 (p. 30)
低抵抗測定でゼロアジャスト実行時に点灯 (p. 43)
表示桁数の切り替え (p. 37)

1分値の表示 (p. 39)
 • 絶縁抵抗測定開始の1分後に点灯
 • 表示部下部の抵抗値が1分値（測定開始から1分後の測定値）で
あることを示す
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各部の名称と機能

コンパレーター機能有効時に点灯 (p. 31)
500 Vレンジまたは1000 Vレンジにセット時に点灯

を押すと消灯し、絶縁測定が可能

無線通信機能の状態を表示 (p. 53)

IR4051

測定値または 
コンパレーター基準値

（その他は IR4052-50と同様）

コンパレーター機能で基準値を表示したときに点灯

IR4053, IR4055（イラストは IR4055） 

測定値または 
コンパレーター基準値

（その他は IR4051,  
IR4052-50と同様）

PVΩ測定モード選択時に点灯
PVΩ測定モードで500 Vレンジ時に点灯
PVΩ測定モードで1000 Vレンジ時に点灯

無線通信機能の状態を表示 (p. 53)（IR4055）

背面（製造番号ラベル）
製造番号は、9桁の数字で構成されています。このうち、左から2桁が製造
年（西暦の下2桁）、次の2桁が製造月を表しています。

1
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各部の名称と機能

L9788-10 スイッチ付きリード

 注 意
L9788-10を絶縁抵抗計に接続した場合も、本器の
MEASUREキーは有効です。L9788-10を本器に接続し
た状態で、本器のMEASUREキーをONにすると試験電
圧が出力されますのでご注意ください。

参照：L9788-92ブレーカピンの接続 (p. 24)

キャップ 1 2 3

プラグ

先端拡大図
35

16

φ1
.8

φ3
.0

単位：mm

1 ライト 本器のバックライトと連動して点灯

2 MEASUREキー  • 絶縁抵抗測定開始
 • 本器の活線警告表示と連動して赤色に点灯

3 判定表示
コンパレーターの判定結果により点灯
 • PASS：緑色
 • FAIL：赤色

HIOKI IR4052C960-01
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2 測定前の準備
 注 意

ストラップは本器4か所の取り付け部に確実に取り付けて
ください。取り付けが不十分だと、持ち運びの際に本器
が落下し、破損する恐れがあります。

1	 ストラップを取り付ける
（IR4051, IR4053, IR4055の
み）
二重リングの切り口の端を開いて、
本器の取り付け部に通してください。

2	 電池を取り付ける (p. 20)

4か所確実に取り
付ける

3	 測定端子にテストリードを接続する

EARTH測定端子
黒色テストリードを
接続

LINE測定端子
赤色テストリードを
接続

4	 テストピンまたはワニ口クリップを接続する
リードにテストピンまたはワニ口クリップを差し込みます。

奥までしっかり差し込む
または

2 測定前の準備

1

3

4

5

6

7
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索
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電池またはヒューズを交換する

2.1 電池またはヒューズを交換する
 警 告

 • 感電事故を避けるため、MEASUREキーをOFFにし、
テストリードを測定対象から外してから、電池カバー
を外してください。

 • 交換後は、必ず電池カバーを取り付けて、ねじを留め
てから使用してください。

 • 電池をショート、充電、分解または火中への投入はし
ないでください。破裂する恐れがあり危険です。

 • ヒューズは、指定された形状と特性、定格電流、電圧
のものを使用してください。指定以外のヒューズ（特に
定格電流の大きいもの）は使用しないでください。また、
ヒューズホルダを短絡したまま使用しないでください。
本器を破損し、人身事故になる恐れがあります。 
指定ヒューズ：FF0.5 AH/1000 V（70 172 40.0.500: 
SIBA社製）（超速断、消弧剤入り、高遮断容量） 
弊社インターネットショップまたは最寄りの代理店で
購入できます。（IR4053, IR4055はヒューズ交換不要）

 • 本器の破損や感電事故を防ぐため、電池カバーを留め
ているねじは工場出荷時に取り付けられているものを
使用してください。ねじを紛失、破損した場合は、お
買上店（代理店）か最寄りの営業拠点にお問い合わせく
ださい。
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電池またはヒューズを交換する

 注 意
性能劣化や、電池の液漏れの原因になりますので、以下
をお守りください。
 • 新しい電池や古い電池、種類の違う電池を混在して使
用しないでください。

 • 極性＋-に注意し、逆向きに入れないでください。
 • 使用推奨期限を過ぎた電池は使用しないでください。
 • 使い切った電池を本器に入れたままにしないでくださ
い。

 • 必ず指定の電池と交換してください。
 • 内部抵抗が低い電池を使用してください

 • 電池消耗時はバッテリーマークが点滅します。測定できませんの
で、新品の電池に交換してください。(p. 29)

 • 電池は地域で定められた規則に従って処分してください。

1
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電池またはヒューズを交換する

手順（イラストは IR4051）
用意するもの
 • 単3形アルカリ乾電池（LR6）× 4
 • プラスドライバー（No.2）

OFF

1 ロータリースイッチをOFFに
し、テストリードを外す

背面
電池カバー

ヒューズ
FF0.5 AH/1000 V
（70 172 40.0.500: 
SIBA社製）

電池
（LR6×4）
極性確認

2 ねじを緩め、電池カバーを外す

3 電池4本、またはヒューズを交
換する

4 電池カバーを取り付け、ねじを
締める
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L9788-10 スイッチ付きリードを 使用する

2.2 L9788-10 スイッチ付きリードを 
使用する

測定前の点検
1 ロータリースイッ
チをOFFにする

2 L9788-10のプラグを、本器のLINE
端子に根元までしっかり差し込む

OFF
OK NO

3 テストリードの先端を短絡する

4 ロータリースイッチを絶縁抵抗レンジにセットする

5 L9788-10のMEASUREキーをONにする
本器の活線警告表示と連動してL9788-10のMEASUREキーの赤色点
灯と0 MΩ表示を確認

0 MΩ

6  を押す

L9788-10の先端ライトが点灯
することを確認

1
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L9788-10 スイッチ付きリードを使用する 

L9788-10の先ピン（オプション）を交換する
L9788-10 スイッチ付きリード（オプション）の先ピンが磨耗した
り、折れたりした場合は交換できます。先ピンは弊社インターネッ
トショップまたは最寄りの代理店で購入できます。

OFF

1	 ロータリースイッチをOFFにし、
L9788-10を取り外す

L9788-90 先ピン

スパナ（7 mm幅）2	 先ピンをスパナで回し、取り外す
3	 新しい先ピンを、スパナで回して

L9788-10に取り付ける
（締付けトルク：0.3 N･m）

4	 動作確認をする
既知の測定対象を測定し、抵抗値が正確で
あるか確認してから使用してください。

L9788-92 ブレーカピンを接続する
L9788-10のキャップを外し、ブレーカピンを取り付けてください。

奥までしっかり差し込む

L9788-92 ブレーカピン
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Z3210 ワイヤレスアダプタの取り付け（IR4052-50のみ）

テストリードのキャップの脱着
取り外したキャップは、無くさないよう
に保管してください。(p. 12)

取り外す 装着する
キャップの根元をつまんで、引き
抜く（安全上の理由から、簡単に
外れてしまわないよう、きつめに
つくられています）

キャップの穴にテストリードの金属ピン
を通して、奥まで確実に押し込む

2.3 Z3210 ワイヤレスアダプタの取り付け
（IR4052-50のみ）

Z3210 ワイヤレスアダプタ（オプション）を本器に取り付けると、
無線通信機能を使用できます。(p. 53)

 警 告
 • 感電事故を避けるため、MEASUREキーをOFFにし、
テストリードを測定対象から外してから、電池カバー
を外してください。

 • Z3210を取り付け・取り外し後は、必ず電池カバーを
取り付けて、ねじを留めてから使用してください。

 • 本器の破損や感電事故を防ぐため、電池カバーを留め
ているねじは工場出荷時に取り付けられているものを
使用してください。ねじを紛失、破損した場合は、お
買上店（代理店）か最寄りの営業拠点にお問い合わせく
ださい。

 注 意
何らかの金属（ドアノブなど）に触れて身体の静電気を取
り除いてから、Z3210を取り付け・取り外してください。
静電気により、Z3210が破損するおそれがあります。
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Z3210 ワイヤレスアダプタの取り付け（IR4052-50のみ）

手順
用意するもの
 • プラスドライバー（No.2）
 • マイナスドライバー
 • Z3210 ワイヤレスアダプタ（オプション）
背面

2, 5

2
5

3

4

1	 ロータリースイッチをOFFにし、テストリードを外す
2	 ねじを緩め、電池カバーを外す
3	 マイナスドライバーで保護キャップを外す
4	 Z3210を向きに注意して奥まで差し込む
5	 電池カバーを取り付け、ねじを締める
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C0108 携帯用ケースの使い方（IR4052-50のみ）

2.4 C0108 携帯用ケースの使い方
（IR4052-50のみ）

ストラップの付け方（IR4051, IR4053, IR4055）はp. 19をご覧
ください。

カバーを外す

2

3

1	 上面のOPENマークが記してある
側のボタンを外す

2	 外したカバーを背面に回す

3	 ボタンを留める

本器を首にかけて使用する

1	 左側のストラップを固定している
ボタンを外す

2	 右側のストラップのボタンを外す

3	 図の位置に付け替える
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C0108 携帯用ケースの使い方（IR4052-50のみ）

収納方法
L9788-11またはL9787のワニ口クリップ

テストリードのキャップ
(p. 12)

取扱説明書
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3 測定する

3.1 測定前の点検
使用前には、保存や輸送による故障がないか、点検と動作確認をしてから使
用してください。故障を確認した場合は、お買上店（代理店）か最寄りの営業
拠点にご連絡ください。
電池残量の確認
電池の残量はありますか?
ロータリースイッチをOFF
以外の位置にして、バッテ
リーマークを確認します。

点滅
電池を新品に交換してくだ
さい。(p. 20)

点灯

テストリードの確認
ケーブル内部から白色部分
（絶縁層）が露出していません
か?

露出している 損傷がある場合は、感電事
故の原因になりますので、
使用せずに指定のものと交
換してください。

露出していない

1. ロータリースイッチを絶
縁抵抗レンジにセットし
ます。

2. テストリードの先端を短
絡します。

3. MEASUREキーをON
にすると、0 MΩが表示
されますか?

表示されない

以下の可能性があります。
 • テストリードが奥まで差
し込まれていない。
→奥までしっかり差し込ん
でください。

 • テストリードが断線して
いる。
→指定のものと交換してく
ださい。表示される

点検完了
使用前に、必ず「ご使用にあたっての注意」（p. 9）をお読みください。

3 測定する

1

2

4

5

6

7

付
録

索
引

3

HIOKI IR4052C960-01



30

オートパワーセーブ（省電力機能）

3.2 オートパワーセーブ（省電力機能）
ロータリースイッチがOFF以外の位置にあるとき、最後の操作または活線警
告表示から約10分後にオートパワーセーブ状態になります。
使用後はロータリースイッチをOFFにしてください。オートパワーセーブで
はわずかな電池消耗があります。

省電力機能の解除方法

OFF以外 を押しながら電源を入れる

オートパワーセーブ状態からの復帰方法
ロータリースイッチを一度OFFにしてから、元の位置に戻す

3.3 オートバックライトオフ（自動消灯機能）
本器は、最終操作から約3分でバックライトが自動で消灯します。
暗い場所で連続して作業する場合は、自動消灯機能を解除してください。

解除方法

短音が連続
して鳴る

約2秒間押す

バックライト消灯状態 ロータリースイッチをOFF以外
の位置にセットする
バックライトが消灯している状態
で、短音が鳴るまで を約2秒間
押す

自動消灯機能は、ロータリースイッチ
をOFFにすると有効になります。
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コンパレーター機能

3.4 コンパレーター機能
測定値をあらかじめ設定した値と比較し、PASS（良）かFAIL（不良）かを判
定する機能です。
各レンジのコンパレーターの設定情報は、ロータリースイッチをOFFにして
も保持されます。
設定できる判定基準値は次ページの表を参照ください。

表示点灯

PASS判定（良） FAIL判定（不良）

LED 
表示

バックライト
変化なし 緑色点灯* バックライト

赤色点灯 赤色点灯*

*：L9788-10 スイッチ付きリードを使用した場合

判定できる測定の種類

ファンクション
PASS判定 FAIL判定

測定値の状態 ブザー バックライト ブザー
絶縁抵抗 判定基準値以上 短音

赤色点灯
長音

低抵抗 判定基準値以下 長音 短音
PVΩ 判定基準値以上 短音 長音
電圧 コンパレーター設定不可
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コンパレーター機能

コンパレーターの設定方法

1	 下表から判定基準を選択する
レンジ 基準値 単位

50 V

0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 –

MΩ

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 –
1*1 2 3 4 5 –
10 – – – – OFF

125 V
0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 –
1*1 2 3 4 5 –
10 20 – – – OFF

250 V
0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 –
1*1 2 3 4 5 –
10 20 30 40 50 OFF

500 V/PVΩ 500 V

0.1 0.2*2 0.3 0.4 0.5 –
1*1 2 3 4 5 –
10 20 30 40 50 –

100 – – – – OFF

1000 V*3/PVΩ 1000 V

0.1 0.2 0.3 0.4*2 0.5 –
1 2 3 4 5 –

10*1 20 30 40 50 –
100 200 300 400 500 OFF

Ω

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

Ω
1 2 3 4 5 6

10 20*1 30 40 50 60
100 200 – – – OFF

*1：出荷時の初期設定
*2：PVΩファンクション選択時、出荷時の初期設定
*3：基準値0.1～ 0.5は IR4053, IR4055のみ
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コンパレーター機能

2	 判定基準を設定したいレンジにロータリースイッチをセットする
レンジ 操作
500 V
1000 V を押してロック解除

PVΩ を押して印加電圧を選択、 を押してロック解除

点滅

3
2

COMP REFor
3	 を押す
「COMP」または「REF」が点滅し、
判定基準となる抵抗値が表示されま
す。

IR4052-50：COMP
IR4051, IR4053, IR4055：REF

4

4	 、 を押し、判定基準を選
択する
判定基準を選択後、約2秒間操作し
ないと、コンパレーターが設定され、
「COMP」または「REF」が点灯しま
す。

コンパレーターの解除方法

oFF
を何度か押し、「oFF」を選択する

選択後に約2秒間操作をしないと
「COMP」または「REF」が消灯し、コンパ
レーター機能が解除されます。
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絶縁抵抗を測定する

3.5 絶縁抵抗を測定する
電路や機器の絶縁性能を調べるために、本器で絶縁抵抗を測定しま
す。測定する場合は、測定対象に印加する電圧を選ぶ必要があります。
参照：「付録3 活線（充電部）への絶縁抵抗計の接続」（p. 付2）

 警 告
感電、短絡事故または本器の破損を避けるため、次のこ
とをお守りください。
 • 活線状態で絶縁抵抗を測定しないでください。本器を
破損し、人身事故になる恐れがあります。測定対象の
電源を切ってから使用してください。

 • 絶縁抵抗の測定中、測定端子に危険な電圧が発生して
います。感電事故を避けるため、テストリードの金属
部分に触れないでください。

 • 測定後すぐに測定対象に触らないでください。高電圧
に充電された電荷で感電事故を起こす恐れがあります。

 • 測定後は本器の放電機能で測定対象の電荷を放電して
ください。(p. 40)

 • 絶縁抵抗は印加電圧と漏れ電流の比です。測定対象によっては表示値が
安定しない場合がありますが、本器の故障ではありません。

 • MEASUREキーは、活線警告表示が点灯するまで十分に押してくださ
い。押し方が不十分な場合、正しく測定できません。

 • 使用後はロータリースイッチをOFFにしてください。
 • 試験電圧よりも耐電圧の低い機器、または耐電圧の不明な機器・部品が
接続されている電路を試験するときは、それらを電路から外して測定す
ることをお勧めします。
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絶縁抵抗を測定する

ロック機能

500 Vまたは1000 Vを低圧機器に誤って印加することを防止する
ための機能です。500 Vレンジ、1000 Vレンジ、またはPVΩレン
ジにロータリースイッチをセットしてMEASUREキーをONにし
ても、試験電圧が出力されません。

解除方法

点灯

点滅1

or

1	 ロータリースイッチを
500 V、1000 V、または
PVΩにセットする

消灯
2

消灯or

2	 を押す
ロックが解除されて、表示部が測
定画面に切り替わります。

最後の測定または最終操作から1分経過すると、再度ロック状態に
なります。
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絶縁抵抗を測定する

絶縁抵抗の測定方法

 注 意
感電事故を避けるため、測定ラインのブレーカーは必ず
切ってください。

例：電路と大地間の絶縁抵抗を測定する場合

1 OFF

2

1	 MEASUREキーをOFFにする

2	 ロータリースイッチを試験電圧50 Vか
ら1000 Vまでのいずれかにセットする
500 Vレンジおよび 1000 Vレンジでは、

 
を押し、ロックを解除します。(p. 35)

電源側（一次側）

負荷側（二次側）6

3

4

5 ON
7 OFF

OFF

3	 黒色のテストリードを接地側に接続する

4	 赤色のテストリードを測定対象に接続する
測定対象に電圧が存在した場合、バックライトの赤色と白色が交互に点灯
します。

5	 MEASUREキーを押し続ける
連続測定をする場合はMEASUREキー引き起こします。（p. 15）

6	 表示が安定したら、値を確認する
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絶縁抵抗を測定する

7	 テストリードを測定対象に接続した状態で、MEASUREキー
をOFFにする
最後の測定値と が表示され、放電を開始します。(p. 40)

 • 測定中に他のファンクションや定格電圧に切り替えないでください。
 • 500 Vレンジと1000 Vレンジでは、無操作状態が約1分経過すると、ロッ
ク状態になります。測定を続けるときは、ロックを解除してください。
(p. 35)

表示桁数を切り替える（IR4052-50のみ）
この機能は、IR4052-50のみ使用できます。
絶縁物の絶縁抵抗値は不安定なため、表示値の下位の桁が安定しな
いことがあります。この場合、表示桁数を減らすと作業効率を上げ
ることができます。

現在選択されている桁数

押すたびに、下表のように表示桁数が切り替わります。

表示モードNo. 表示桁数 表示 表示例

1 1000カウント

2 100カウント*

3 10カウント*

* 表示しない下位の桁を切り捨てて表示します。
例：1000カウント表示モードで57.9 MΩであった場合

 • 100カウントモードで表示すると57 MΩ
 • 10カウントモードで表示すると50 MΩ

バーグラフは1000カウント表示モードと同様に表示されます。

1

2

4

5

6

7

付
録

索
引

3

HIOKI IR4052C960-01



38

絶縁抵抗を測定する

10カウント表示モードの場合
次の表のように各レンジの最大表示値が小さくなります（指針形絶
縁抵抗計の最大表示値になります）。さらに、表示値も指針形絶縁
抵抗計の目盛にある数値しか表示しません。指針形絶縁抵抗計のよ
うに使用したい場合に選択してください。

レンジ
最大表示値

1000カウント表示モード
100カウント表示モード 10カウント表示モード

50 V 100 MΩ 10 MΩ
125 V 250 MΩ 20 MΩ
250 V 500 MΩ 50 MΩ
500 V 2000 MΩ 100 MΩ

1000 V 4000 MΩ 2000 MΩ

コンパレーター機能が設定されている場合
いずれの表示モードに設定されていても、コンパレーター設定値付
近では1000カウント表示モードで表示されます。
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絶縁抵抗を測定する

1分値の表示（IR4052-50のみ）

この機能は、IR4052-50のみ使用できます。
コンパレーター機能が設定されている場合は使用できません。使用
するときはコンパレーター機能を解除してください。(p. 33)
測定開始から（MEASUREキーをONにしてから）1分後の測定値
（1分値）を自動でホールドする機能です。ケーブルなどの容量成分
を含んだ測定対象を測定する場合などにご使用ください。

ホールドした測定値

 • 測定開始から1分未満の期間は表示されま
せん。

 • 1分値は、選択している表示モードに関係
なく、常に1000カウント表示モードで表
示されます。

測定端子電圧特性

1200

1000

800

600

400

200

100

0
0 0.1 0.25 0.5 1 10 100 1000 ∞

0.05 0.125

被測定抵抗 [MΩ]

定格1000 V

定格500 V

定格250 V

定格125 V
定格50 V

発
生
電
圧

 [V
]
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放電機能

3.6 放電機能
測定後は、測定対象の電荷を放電してください。
容量成分を持ったものを測定すると、この容量成分に定格測定電圧
に相当する電荷が充電されたままになり、感電事故の恐れがありま
す。
太陽電池パネルを測定する場合は、放電が終了しても太陽電池の発
電電圧を検出するため、  マークが消えないときがあります。

OFF
テストリードを測定対象から離さず
にMEASURE キーをOFFにする

放電中
点灯

本器内の放電抵抗により、測定対象
に残った電荷を自動で放電します。

IR4052-50では、放電とともにバーグラ
フの残量が減少します。ただし、測定対
象の容量成分が小さいと、放電時間が短
いため、バーグラフの残量変化がない場
合があります。

放電終了
消灯

放電が終了すると、  マークが消灯
します。

放電時間は容量の大小によって異なります。
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電圧を測定する

3.7 電圧を測定する
商用周波数の交流電圧、および直流電圧の測定ができます。また、
絶縁抵抗測定前に、測定対象が活線でないことを確認できます。
 • 測定中に他のファンクションに切り替えないでください。
 • 正弦波以外の波形では誤差が生じます。
 • 無入力時は、誘導電圧により表示がふらつく場合がありますが、
故障ではありません。

例：電路と大地間の電圧を測定する場合

1

2

34

EARTH 電源側
（一次側）

負荷側
（二次側）

LINE

必ずブレーカーの二次側
に接続する

1	 ロータリースイッチをVにセットする
2	 黒色のテストリードをEARTH側に接続する
3	 赤色のテストリードをブレーカーのLINE側に接続する
4	 表示が安定したら、値を確認する
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電圧を測定する

マイナス電圧通知機能（IR4053, IR4055のみ）

この機能は、IR4053と IR4055のみ使用できます。
太陽電池ストリングの開放電圧の測定時、PとNが逆に接続されて
いないかを確認できます。

1 2

1	 を押しながら、ロータリース
イッチをVにセットする
「-」と「V」が点滅し、「ON」または
「OFF」が表示されます。

2	 を押してON/OFFを切り替える 

ON
（出荷時）

電圧値が -1 V以下の場合、バックライトの赤色と白色
が交互に点灯

OFF 無効

ONまたはOFFを選択後、約2秒間操作しないと設定が確定され、測
定画面になります。
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低抵抗を測定する （IR4051, IR4052-50のみ）

3.8 低抵抗を測定する 
（IR4051, IR4052-50のみ）

この機能は、IR4051と IR4052-50のみ使用できます。

 警 告
活線状態で測定しないでください。

 注 意
 • 測定対象の回路と並列に動作中の回路がつながれてい
る場合、並列に接続されている回路のインピーダンス
と過渡電流が測定誤差の要因となる場合があります。

 • モーター、トランス、コイルなど測定対象によっては
オートレンジが安定しない場合があります。

 • 測定対象と並列に容量成分がある場合は、正しい測定
値を得ることができない場合があります。

低抵抗測定では、コンパレーター機能を使うことができます。
参照：「3.4 コンパレーター機能」（p. 31）

正確に測定するため、またテストリードの配線抵抗などをキャンセ
ルするため、測定前にゼロアジャストを必ず行ってください。

ゼロアジャストできるのは、最大3 Ωまでです。3 Ωを超える場合
には、「Err1」または「Err 0ΩADJ」が表示され、ゼロアジャスト
ができません。配線抵抗が3 Ω以下になるようにしてください。

以下の場合は、再度ゼロジャストを行ってください。
 • テストリードを交換したとき
 • 周囲温度が1°C以上変化したとき
 • ヒューズを交換したとき
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低抵抗を測定する（IR4051, IR4052-50のみ） 

例：接地線の導通をチェックする

1

2

3 ON
4 OFF

5

1	 ロータリースイッチをΩにセッ
トする

2	 テストリードの先端を短絡する

3	 MEASUREキーをONにする

4	 MEASUREキーをOFFにし、
測定値をHOLDする

5	 を押す

6

6

活線状態で測定
しない

7 ON
8 OFF

6	 テストリードを測定対象に接続する

7	 MEASUREキーを押し続け、表示値を確認する
連続測定をする場合はMEASUREキーを引き起こします。

8	 測定後、MEASUREキーをOFFにする
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PVΩ測定機能（IR4053, IR4055のみ）

3.9 PVΩ測定機能（IR4053, IR4055のみ）
この機能は、IR4053と IR4055のみ使用できます。
太陽電池パネルと接地の間の絶縁抵抗測定を発電の影響を受けず正
確に測定できます。接続箱出力端子と接地の間、ならびにパワーコ
ンディショナーと接地の間を測定する場合は、通常の絶縁抵抗レン
ジを使用してください。
参照：「付録1 測定原理」（p. 付1）

「付録7 太陽光発電設備の絶縁抵抗測定」（p. 付5）

 危 険
テストリード先端の金属部で測定ラインの2線間を短絡し
ないでください。アークの発生など重大な事故に至る可
能性があります。

 警 告
感電、短絡事故または本器の破損を避けるため、次のこ
とをお守りください。
 • 絶縁抵抗の測定中、測定端子に危険な電圧が発生して
います。感電事故を避けるため、テストリードの金属
部分に触れないでください。

 • 測定端子が確実に接続されていることを確認してくだ
さい。端子が緩んでいると、接触抵抗が大きくなり、
発熱、焼損、火災の原因になります。

 • 測定後すぐに測定対象に触らないでください。高電圧に充
電された電荷で感電事故を起こす可能性があります。

 • 測定後は本器の放電機能で測定対象の電荷を放電して
ください。(p. 40)
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PVΩ測定機能（IR4053, IR4055のみ）

 警 告
感電、短絡事故または本器の破損を避けるため、次のこ
とをお守りください。
 • 太陽電池パネルを測定するときは、必ず断路器などを

OFFにしてパワーコンディショナーから切り離してく
ださい。

 • 活線状態で絶縁抵抗を測定しないでください。本器を
破損し、人身事故になる恐れがあります。測定対象の
電源を切ってから使用してください。

 • 太陽電池は日中は常時発電しており危険な電圧が発生
しています。感電しないよう十分に注意して測定して
ください。

 • 接続箱や断路器などの金属部分には直接手で触れない
でください。発電による電圧で感電事故を起こす恐れ
があります。

 • IR4053, IR4055の端子間最大定格電圧はDC 1000 V/
AC 600 Vです。定格がDC 1000 VまたはAC 600 V
を超える設備には使用しないでください。感電および
故障する恐れがあります。

 • 太陽電池パネルが故障している場合は、絶縁抵抗測定
をしないでください。太陽電池パネルに接続されたバ
イパスダイオードが破損する恐れがあります。
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PVΩ測定機能（IR4053, IR4055のみ）

 • 絶縁抵抗は印加電圧と漏れ電流の比です。測定対象によっては
表示値が安定しない場合がありますが、本器の故障ではありま
せん。

 • MEASUREキーは、活線警告表示が点灯するまで十分に押し
てください。押し方が不十分な場合、正しく測定できません。

 • 使用後はロータリースイッチをOFFにしてください。
 • 試験電圧より耐電圧の低い機器や耐電圧の不明な機器・部品の
接続されている電路を試験するときは、それらを電路から外し
て測定することをお勧めします。

 • 太陽電池パネルは対地静電容量が大きいため、測定値が安定す
るまで時間がかかる場合があります。

 • 太陽電池ストリングの開放電圧が試験電圧より高い場合、正確
に測定できません。PVΩ 500 Vレンジは開放電圧500 V以下、
PVΩ 1000 Vレンジは開放電圧1000 V以下で使用してくださ
い。

 • 試験電圧以上の電圧が発生している場合はブザーが鳴り、測定
できません。

 • P-N間を短絡する方法で測定する場合は、PVΩ以外の絶縁抵
抗レンジを使用してください。

 • 夜間など、太陽電池パネルが発電していない場合は、P-N間を
短絡する方法で測定してください。

 • PVΩ測定機能では、EARTH端子に1 MΩの電流制限抵抗が
接続されているため、出力電圧は1 MΩと測定端子間に接続さ
れた抵抗で分圧します。
例：10 MΩの抵抗を測定した場合、1 MΩと10 MΩで分圧。
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PVΩ測定機能（IR4053, IR4055のみ）

太陽電池パネルと接地の間の絶縁抵抗測定について、P-N間を短絡
しない方法で説明します。
参照：「付録8 太陽電池アレイ絶縁抵抗の測定方法」（p. 付6）

測定準備1

1	 接続箱の主開閉器をOFFにして、パワーコンディショナーと
の接続を切断する

2	 すべてのストリングの断路器をOFFにする

3	 測定経路に避雷器がある場合は切り離す
下図（太陽光発電設備例）の場合では、断路器のストリング側に避雷器
がないため、避雷器を切り離す必要はありません。

OFF2 OFF1
ストリング 断路器 主開閉器

避雷器 接続箱 パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

（例：太陽光発電設備）
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PVΩ測定機能（IR4053, IR4055のみ）

測定準備2

2

3 4

1 OFF

1	 MEASUREキーがOFFになっ
ていることを確認する
MEASUREキーがONになっている
場合はOFFにします。(p. 15)

2	 ロータリースイッチをPVΩに
セットする

3	 を押し、試験電圧を500 V
または1000 Vにセットする
参考：試験電圧の選択について
「付録7 太陽光発電設備の絶縁抵抗測
定」（p. 付5）

4	 を押し、ロックを解除する
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PVΩ測定機能（IR4053, IR4055のみ）

測定開始

 警 告
測定対象を壊す恐れがあるため、次のことをお守りくだ
さい。
 • P端子と接地端子の間に絶縁劣化がある場合は、N端子
と接地の間を測定しないでください。

 • 赤色のテストリードは断路器のストリング側に接続し
てください。

パワーコンディショナ―、主開閉器

断路器

N端子

（黒色）

5

接地端子

（赤色）

6

P端子

ストリング

5	 黒色のテストリードを接地端子に接続する

6	 赤色のテストリードをストリング側のP端子に接続する

P端子-接地間に電圧が発生している場合は絶縁劣化の恐れがありま
す。測定対象に電圧が存在すると、電圧検知機能によりバックライ
トの赤色と白色が交互に点灯します。
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PVΩ測定機能（IR4053, IR4055のみ）

パワーコンディショナ―、主開閉器

断路器

N端子

（黒色）
接地端子

（赤色）

P端子

ストリング

10
7 ON
9 OFF

7	 MEASUREキーを押し続ける
連続測定をする場合はMEASUREキーを引き起こします。

抵抗値が表示されるまでテストリードを端子から離さないでくださ
い。正確に測定できません。(p. 72)

8	 約4秒後に抵抗値が表示されたら、値を確認する
以降、1秒ごとに抵抗値が更新されます。

絶縁劣化があり、抵抗値が基準値より低い場合は、手順10のN端子
側を測定しないでください。太陽電池パネルを破損する恐れがあり
ます。絶縁抵抗の基準値は保安規定などであらかじめ確認してくだ
さい。

9	 MEASUREキーをOFFにする
MEASUREキーがONになっている場合はOFFにします。(p. 15)
放電が開始され、  マークが点滅します。太陽電池から電圧が発生して
いるため放電が終了しても  マークが消えない場合があります。

10	P端子側の測定で絶縁劣化がない場合は、赤色のテストリード
をストリング側のN端子に接続し、手順7から手順9までを繰
り返す
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PVΩ測定機能（IR4053, IR4055のみ）

測定終了後

1	 すべてのストリングの絶縁抵抗を測定後、黒色のテストリード
を接地端子から外す

2	 避雷器を切り離した場合は元に戻す

3	 すべてのストリングの断路器をONする

4	 接続箱の主開閉器をONに戻す
最後の測定または最後の操作から1分間経過すると、 が
点灯し、500 V/1000 V RELEASEキーが点滅します。キーを押し
てロックを解除してください。
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無線通信機能

3.10 無線通信機能

GENNECT Crossを使用する 
（IR4052-50, IR4055のみ）

HID機能（p. 57）と同時には使用できません。
無線通信機能をONにすると、携帯端末で本器の測定データを確認
し、測定レポートを作成できます。詳細は、GENNECT Cross（無
料アプリケーションソフト）の使い方ガイドをご覧ください。

GENNECT Crossスペシャルサイト
https://gennect.net/ja/cross/index

1	 （IR4052-50のみ）Z3210 ワイヤレスアダプタ（オプション）
を本器に取り付ける（p. 25）

2	 携帯端末にGENNECT Crossをインストールする
3	 IR4052-50または IR4055

の電源を入れ、無線通信機
能をONにする

IR4055

COMPキー
1 s

IR4052-50

0Ω ADJキー
+

COMPキー

 マークまたは  マーク

点灯：無線通信機能ON
消灯：無線通信機能OFF
点滅：無線通信中

4	 GENNECT Crossを起動し、IR4052-50または IR4055を
接続登録する (p. 55)
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無線通信機能

5	 標準測定機能を選択して測
定する

 • 通信距離は見通し約10 mです。通信が可能な距離は、障害物（壁、
金属の遮へい物など）の有無、および床（地面）と本器との距離で
大きく変わります。安定した通信をするために、電波強度が十分
にあることを確認してください。

 • GENNECT Crossは無料ですが、アプリケーションソフトをダ
ウンロードする、および使用する際のインターネット接続の費用
はお客様がご負担ください。

 • GENNECT Crossは、携帯端末によっては正常に動作しないこ
とがあります。

 • Z3210は2.4 GHz帯域の無線技術を使用しています。無線LAN
（IEEE802.11.b/g/n）など、同じ周波数帯域を使用する機器が近
くにある場合は、通信が確立できないことがあります。
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無線通信機能

接続登録する

ホーム＞その他
1

接続機器設定
2 3

本器が自動登録される

 • 初回起動時（登録機器がない場合）は、
接続機器設定画面で起動します。

 • 接続機器設定画面時に IR4052-50また
は IR4055が近くにあると、自動で接続
登録されます（最大8台）。

 • 本器の電源を入れてから登録されるま
で5秒から30秒程度お待ちください。 
1分以上待っても登録されないときは、
GENNECT Crossと本器を再起動し
てください。

 • 一度登録されている機器は、次回から
省略できます。

4
ホーム画面まで戻る
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無線通信機能

無線通信機能を使用して測定する
ホーム画面で、標準測定、ロギング、および波形表示から標準測定機
能を選択し、測定してください。機能の詳細は、GENNECT Cross
の使い方ガイドを参照ください。
通信の遅延と表示更新の違いによって、本器の表示値とアプリケー
ションソフトの表示値が一致しない場合があります。

標準測定
複数チャネルの測定値を保存
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無線通信機能

Excel®直接入力機能（HID機能）（IR4052-50のみ）

GENNECT Cross（p. 53）と同時には使用できません。
HID（Human Interface Device Profile）は、Z3210 ワイヤレスア
ダプタに搭載された機能で、無線キーボードと同じ方式のプロファ
イルです。

HID ON 携帯端末またはPCのExcel®ファイルを開いて、セルを選択
した状態でスタンバイします。本器の表示をホールドすると、
選択したセルに測定値を入力できます。

HID OFF GENNECT Cross使用時はOFFに設定します。

HIDのON/OFFの設定はZ3210に保存されます。本器には保存さ
れません。

測定値を入力

測定値の入力方法
絶縁抵抗、低抵抗： MEASUREキー押して離す
電圧： MEASUREキー押す
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無線通信機能

HID設定の確認と変更
1	 ロータリースイッチをOFFにする
2	 Z3210 ワイヤレスアダプタ（オプション）を本器に取り付ける

参照： 「2.3 Z3210 ワイヤレスアダプタの取り付け（IR4052-50のみ）」
（p. 25）

無線通信機能がOFFの場合は、HID設定の確認と変更ができません。無線
通信機能をONにしてから操作してください。（p. 53の手順3）

3	 HIDの設定を確認する
RELEASEキーを押しながら電源を入れると、製造番号表示画面にな
ります。
RELEASEキーを3秒以上押すと、Z3210に保存されているHID設定
が表示されます。

または

HIDの設定を変更しない場合
ロータリースイッチをOFFにしてください。

HIDの設定を変更する場合
手順4に進んでください。

ブザー音が鳴って、表示が変わらない場合
GENNECT Cross（バージョン1.8以降）を使用して、Z3210を最新版
にバージョンアップしてください。

4	 HIDの設定を変更する
0ΩADJキーまたはCOMPキーを押すたびに、HID設定のON/OFF
が切り替わります。

5	 確定する
RELEASEキーを押すとHIDの設定が確定し、自動で電源が切れます。
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無線通信機能

重要
HID機能からGENNECT Crossに切り替える場合
携帯端末と本器のペアリングを解除しないでGENNECT Crossを起動
すると、接続機器として認識しないことがあります。次の手順で本器を
GENNECT Crossに再接続してください。
1. お使いの端末のBluetooth設定から本器を削除する
2. Z3210のHID機能をOFFにする（p. 58）
3. GENNECT Crossの接続機器設定で本器を再接続する

詳細は、Z3210のウェブサイトをご覧ください。
https://z3210.gennect.net
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無線通信機能
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4 仕様

4.1 一般仕様
使用場所 屋内使用、汚染度2、高度2000 mまで
使用温湿度範囲  • IR4051, IR4052-50

-25°C～ 40°C、90% rh以下（結露しないこと）
40°C～ 65°C、65°Cで25% rhまで直線的に減少
する相対湿度以下（結露しないこと）

 • IR4053, IR4055
0°C～ 40°C、90% rh以下（結露しないこと）
40°C～ 50°C、50°Cで50% rhまで直線的に減少
する相対湿度以下（結露しないこと）

IR4051, IR4052-50 IR4053, IR4055

保存温湿度範囲  • IR4051, IR4052-50
-25°C～ 65°C、90% rh以下（結露しないこと）

 • IR4053, IR4055
-10°C～ 50°C、90% rh以下（結露しないこと）

防じん性、防水性 IP40（EN 60529）
ドロッププルーフ コンクリート上 1 m

4 仕様
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一般仕様

適合規格 EMC： EN 61326
絶縁抵抗計： JIS C 1302
安全性： EN 61010
 EN 61557-1
 EN 61557-2
 EN 61557-4*1 *2

 EN 61557-10*2

*1： L9788-10を使用する場合は、パート4の4.3項（テストリードの入れ替え）に適合
しません。

*2： IR4053, IR4055は適合しません。
電源 単3形アルカリ乾電池（LR6）× 4

定格電源電圧：DC 1.5 V × 4
最大定格電力：3 VA

連続使用時間
単3形アルカリ乾電
池（LR6）× 4を使用
時（23°C参考値）

約20時間（Z3210 未装着、コンパレーター OFF、
バックライトOFF、500 Vレンジにて測定端子間を
開放して測定時）
約15時間（Z3210 装着、無線通信時、コンパレー
ター OFF、バックライトOFF、500 Vレンジにて
測定端子間を開放して測定時）

外形寸法
（突起物を含まず）

 • IR4051, IR4053, IR4055
約159W × 177H × 53D mm

 • IR4052-50
約152W × 92H × 40D mm

質量（電池含む、テ
ストリード含まず）

 • IR4051, IR4053, IR4055：約600 g
 • IR4052-50：約440 g

製品保証期間 3年間
ヒューズ（交換品） FF0.5 AH/1000 V（SIBA社製 70 172 40.0.500、

超速断形、消弧剤入り、高遮断容量）
（IR4051, IR4052-50のみ）

付属品 「梱包内容の確認」（p. 1）
オプション 「オプション」（p. 2）
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基本仕様・確度仕様

4.2 基本仕様・確度仕様
測定項目 絶縁抵抗測定： 直流電圧印加、電流検出

低抵抗測定： 直流電流印加、電圧検出
 （IR4051, IR4052-50のみ）
電圧測定： 直流 /交流自動判別
  交流電圧測定の整流方式：平均値整流実

効値表示
PVΩ測定：  直流電圧印加、電流検出
 （IR4053, IR4055のみ）

端子間最大定格
電圧

AC/DC 600 V（電圧測定）
AC 600 V/ DC 1000 V
（電圧測定、IR4053, IR4055のみ）

対地間最大定格
電圧

AC/DC 600 V、測定カテゴリ III、
予想される過度過電圧 6000 V

定格動作条件 姿勢：標準姿勢 ±90°
外部磁界：400 A/m以下
電池電圧：電池有効範囲

公称系統電圧* AC/DC 600 V max.
*：公称系統電圧とは、この測定器が測定可能な配電系統
の公称電圧（EN 61557による）

確度保証条件 確度保証期間：1年間
調整後確度保証期間：1年間
確度保証温湿度範囲：23°C±5°C、90% rh以下
姿勢：標準姿勢±5°
外部磁界：なし（地球磁界）
電池電圧：電池有効範囲
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基本仕様・確度仕様

絶縁抵抗測定
定格測定電圧（DC） 50 V 125 V 250 V 500 V 1000 V
有効最大表示値 100 MΩ 250 MΩ 500 MΩ 2000 MΩ 4000 MΩ
中央表示値 2 MΩ 5 MΩ 10 MΩ 50 MΩ 100 MΩ

第1有効測定範囲
[MΩ]

0.200～
10.00

0.200～
25.0

0.200～
50.0

0.200～
500

0.200～
1000

確度（許容差） ±4% rdg
第2有効測定範囲

[MΩ]
10.1～
100.0

25.1～
250

50.1～
500

501～
2000

1010～
4000

確度（許容差） ±8% rdg
その他の測定範囲

[MΩ] 0～ 0.199

確度（許容差） ±2% rdg ±6 dgt

レ
ン
ジ
構
成

表示レンジ 1 MΩ 1 MΩ 1 MΩ 1 MΩ 1 MΩ
最大表示値 1.000 MΩ 1.000 MΩ 1.000 MΩ 1.000 MΩ 1.000 MΩ
分解能 0.001 MΩ 0.001 MΩ 0.001 MΩ 0.001 MΩ 0.001 MΩ
表示レンジ 10 MΩ 10 MΩ 10 MΩ 10 MΩ 10 MΩ
最大表示値 10.00 MΩ 10.00 MΩ 10.00 MΩ 10.00 MΩ 10.00 MΩ
分解能 0.01 MΩ 0.01 MΩ 0.01 MΩ 0.01 MΩ 0.01 MΩ
表示レンジ 100 MΩ 100 MΩ 100 MΩ 100 MΩ 100 MΩ
最大表示値 100.0 MΩ 100.0 MΩ 100.0 MΩ 100.0 MΩ 100.0 MΩ
分解能 0.1 MΩ 0.1 MΩ 0.1 MΩ 0.1 MΩ 0.1 MΩ
表示レンジ – 250 MΩ 500 MΩ 1000 MΩ 1000 MΩ
最大表示値 – 250 MΩ 500 MΩ 1000 MΩ 1000 MΩ
分解能 – 1 MΩ 1 MΩ 1 MΩ 1 MΩ
表示レンジ – – – 2000 MΩ 4000 MΩ
最大表示値 – – – 2000 MΩ 4000 MΩ
分解能 – – – 10 MΩ 10 MΩ
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基本仕様・確度仕様

絶縁抵抗測定（続き）
第1有効測定範囲 第2有効測定範囲 その他の測定範囲

温度の影響量
による変動
（E3）*

±4% rdg 
（0°C～ 50°C）

±8% rdg 
（0°C～ 50°C）

±2% rdg ±6 dgt 
（0°C～ 50°C）

±8% rdg
（-25°C～ 0°C未満、

50°C超～ 65°C） 
（IR4051,  

IR4052-50のみ）

±16% rdg
（-25°C～ 0°C未満、

50°C超～ 65°C） 
（IR4051,  

IR4052-50のみ）

±4% rdg ±12 dgt
（-25°C～ 0°C未満、

50°C超～ 65°C） 
（IR4051,  

IR4052-50のみ）
湿度の影響 ±4% rdgかつ許容差内 ±8% rdgかつ許容差内 ±2% rdg ±6 dgt
外部磁界の影響 ±2.4% rdg – –
姿勢の影響量によ
る変動（E1） 非該当

供給電圧の影響量
による変動（E2） ±4% rdgかつ許容差内 ±8% rdgかつ許容差内 ±2% rdg ±6 dgtかつ 

許容差内
容量成分の影響 5 μF以下の容量で±10%以内（ふらつきを含む）
*：18°C～ 28°Cを除く使用温度範囲で適用
定格測定 
電圧（DC） 50 V 125 V 250 V 500 V 1000 V

測定可能回数 1000回以上
過負荷保護 AC 600 V（10秒間） AC 660 V

（10秒間）
AC 660 V（10 秒間）、 DC 1200 V（10秒間）

（IR4053, IR4055のみ）
表示の更新 
間隔

IR4052-50：0.6秒以内（応答中は更新なし）
IR4051, IR4053, IR4055：1.0秒以内（応答中は更新なし）

測
定
端
子
電
圧
特
性

開放回路電圧 定格測定電圧の1～ 1.2倍
定格測定電
圧を維持で
きる下限抵
抗値

0.05 MΩ 0.125 MΩ 0.25 MΩ 0.5 MΩ 1 MΩ

定格電流 1 mA～ 1.2 mA
短絡電流 1.2 mA以下

応答時間 IR4052-50：0.6秒以内（抵抗負荷のとき）
IR4051, IR4053, IR4055：1.0秒以内（抵抗負荷のとき）

判定時間 IR4052-50：0.3秒以内
IR4051, IR4053, IR4055：0.8秒以内 

（開放→工場出荷時の判定基準値×10にしたとき）
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基本仕様・確度仕様

低抵抗測定（IR4051, IR4052-50のみ）
開放回路電圧 4.0 V～ 6.9 V
測定電流 200 mA以上

（ゼロアジャスト前の表示値で6 Ω以下のとき）
温度の影響* ±3% rdg ±2 dgt

（18°C～ 28°Cを除く使用温度範囲で適用）
供給電圧の影響* ±3% rdg ±2 dgtかつ許容差内
応答時間 1秒以内（測定端子を開放→短絡したとき）
測定可能回数 200回以上
過負荷保護 AC 600 V 10秒間（ヒューズによる保護）
ゼロアジャスト範囲 0 Ω～ 3 Ω
表示の更新間隔 1秒以内
レ
ン
ジ
構
成

表示レンジ
（オートレンジ） 最大表示値 分解能 確度*

10 Ω 10.00 Ω 0.01 Ω ±3 dgt（0 Ω～ 0.19 Ω） 
±3% rdg ± 2 dgt（0.20 Ω～ 10.00 Ω）

100 Ω 100.0 Ω 0.1 Ω ±3% rdg ±2 dgt1000 Ω 1000 Ω 1 Ω
*： ゼロアジャスト後の表示値に適用（周囲温度が1°C以上変化した場合にはゼロアジャ
ストが必要）
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基本仕様・確度仕様

電圧測定
直流 /交流自動判別範囲 30 V以上（50 Hz/60 Hz）で交流と判別

30 V以上の大きさの交流成分が 
重畳している脈流は交流と判別

温度の影響 1°Cあたり測定確度×0.1
（18°C～ 28°Cを除く使用温度範囲で適用）

過負荷保護 AC 750 V（10秒間）、DC 750 V（10秒間）、 
DC 1200 V 10秒間（IR4053, IR4055のみ）

表示の更新間隔 1秒以内
応答時間 1.2秒以内（入力電圧を0 V→600 Vにしたとき）

交
流
電
圧
測
定

入力抵抗 100 kΩ以上（50 Hz/60 Hz）
周波数範囲 50 Hz/60 Hz

レンジ構成
表示レンジ

（オートレンジ） 最大表示値 分解能 確度

420 V 
（最小表示値30.0 V） 420.0 V 0.1 V ±2.3% rdg ±8 dgt 

（600 V超の範囲は 
確度保証外）600 V 750 V 1 V

直
流
電
圧
測
定

入力抵抗 100 kΩ以上
レンジ構成

表示レンジ
（オートレンジ） 最大表示値 分解能 確度

4.2 V 4.200 V 0.001 V

±1.3% rdg ±4 dgt
（600 V超*の範囲
は確度保証外）

42 V 42.00 V 0.01 V
420 V 420.0 V 0.1 V

IR4051, IR4052-50：
600 V

IR4053, IR4055：
1000 V

IR4051, IR4052-50：
750 V

IR4053, IR4055：
1100 V

1 V

*：IR4053, IR4055のみ1000 V超
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基本仕様・確度仕様

PVΩ 測定（IR4053, IR4055のみ）
定格定電圧（DC） PVΩ 500 V PVΩ 1000 V
最大表示値 2000 MΩ 4000 MΩ
第1有効測定範囲 [MΩ] 0.200～ 500 0.200～ 1000
確度（許容差） ±4% rdg
第2有効測定範囲 [MΩ] 501～ 2000 1010～ 4000
確度（許容差） ±8% rdg
その他の測定範囲 [MΩ] 0～ 0.199
確度（許容差） ±2% rdg ±6 dgt
温度の影響（E3） 確度×1.0（18°C～ 28°Cを除く使用温度範囲で適用）
湿度の影響 確度×1.0かつ許容差内
外部磁界の影響 確度×0.5
姿勢の影響（E1） 非該当
供給電圧の影響（E2） 確度×1.0かつ許容差内
直流電圧重畳時の影響  ±10%以内
測定可能回数 1000回以上
過負荷保護 AC 660 V 10秒間 /DC 1200 V 10秒間
表示の更新間隔 
（応答中は更新なし） 1.0秒以内

開放電圧* 定格測定電圧の1～ 1.2倍
定格測定電圧を維持できる
下限抵抗値 20 MΩ ±5% 20 MΩ ±5%

定格電流 0.025 mA ±20% 0.05 mA ±20%
短絡電流 1.2 mA以下
応答時間 4.0秒以内（測定開始→表示）
レンジ構成 絶縁抵抗測定の500 V、 1000 Vを参照ください。
* PVΩファンクションはEARTH端子に電流制限抵抗1 MΩがあるため、出力電
圧は1 MΩと測定端子間に接続された抵抗で分圧されます。
例：入力インピーダンス10 MΩのDMMで開放電圧を測定する場合、1 MΩと

10 MΩで分圧されます。
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機能仕様

4.3 機能仕様
活線警告表示 LINE端子-EARTH端子間に電圧が存在しているとき点灯
自動放電 絶縁抵抗測定後に測定対象の容量成分に蓄えられた電荷

を自動で放電する
残留電圧のバーグラフ表示
 • 放電抵抗： 800 kΩ以下 

（IR4053, IR4055のみ1.2 MΩ以下）
 • 最大容量負荷：5 µF
 • 放電時間：最大30秒（5 μF接続時）

オートパワー
セーブ（APS）

最終操作、または最後の活線警告表示から約10分後に電
源が自動でOFF
電源投入オプションで解除可能

表示 半透過型FSTN液晶、ポジティブ
バックライト  • 色：白色、赤色

 • 自動OFF機能：あり（最終操作から3分後）
 • コンパレータの判定結果がFAILのとき、赤色に点灯
 • 誤入力時の動作：白色と赤色が交互に点灯

バージョンアッ
プ機能

GENNECT Crossを使用して、本体ファームウェアの
バージョンアップが可能
条件： GENNECT Cross（Ver. 1.8以降） 

本体ファームウェア（Ver. 2.00以降）
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機能仕様

パワーオンオプション

省電力機能の解除
（p. 30）

LIGHTキーを押しながら電源を入れる

製造番号の表示 RELEASEキーを押しながら電源を入れる
製造番号が3桁ずつ表示されます。
例の場合の製造年月は2021年5月です。
例：[210] → [512] → [345]
確認後は、ロータリースイッチをOFFにしてください。

HID設定の確認
（p. 58）

1. RELEASEキーを押しながら電源を入れる
製造番号表示画面になります。
2. RELEASEキーを3秒以上押す
Z3210に保存されているHID設定が表示されます。

ソフトウェアの 
バージョン表示

1. 0Ω ADJキーとCOMPキーを押しながら電源を
入れる

2. [vEr]表示状態でRELEASEキーを押す
バージョン番号 [vx.xx]と形名 [405x]が交互に表示さ
れます。
確認後は、ロータリースイッチをOFFにしてください。
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5 保守・サービス
 警 告

本器の内部には、高電圧を発生している部分があり、触
れると大変危険です。お客様での改造、分解、修理はし
ないでください。火災や感電事故、けがの原因になります。

校正について
校正周期は、お客様のご使用状況や環境などにより異なります。お
客様のご使用状況や環境に合わせ校正周期を定めていただき、弊社
に定期的に校正をご依頼されることをお勧めします。

輸送時の注意
本器を輸送するときは、次の事項を必ずお守りください。
 • 本器の損傷を避けるため、電池を本器から外してください。また、
必ず二重梱包してください。輸送中の破損については保証しかね
ます。

 • 修理に出される場合は、故障内容を書き添えてください。

廃棄について
本器を廃棄するときは、地域で定められた規則に従って処分してく
ださい。

クリーニング
 • 本器の汚れをとるときは、柔らかい布に水か中性洗剤を少量含ま
せて、軽く拭いてください。

 • 表示部は乾いた柔らかい布で軽く拭いてください。
 • ワニ口クリップの金属部にごみなどが付着した場合は、測定に影
響が出ますので、柔らかい布で軽く拭き取ってください。

5 保守・サービス
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困ったときは

5.1 困ったときは
修理に出される前に
故障と思われるときは、以下を確認してから、お買上店（代理店）
か最寄りの営業拠点にお問い合わせください。

症状 確認項目 対処方法・参照先
電源が入らない 電池の残量はあるか？ 電池を新品に交換してくださ

い。(p. 20)
電池の取り付け方は正
しいか?

電池の取り付けを確認してく
ださい。(p. 20)

電池がすぐになく
なる

アルカリ電池を使用し
ているか?

アルカリ電池に交換してくだ
さい。(p. 20)

スイッチ付きリー
ドのMEASURE
キーがきかない

スイッチ付きリードの
プラグがしっかりと差
し込まれているか?

隙間がないように、根元まで
しっかり差し込んでください。
(p. 23)

絶縁抵抗、低抵抗、
PVΩファンクショ
ンで活線警告表示、
および表示器が赤
く点滅し、ブザー
が鳴動する

測定端子間の電圧が次の
値を超えていないか？
絶縁抵抗、PVΩ：約20 V
低抵抗：約5 V

測定対象に電圧がある場合、
活線警告表示が点滅します。
測定対象が活電部から切り離
されているか確認してくださ
い。

測定できない MEASUREキーをON
にしながらロータリー
スイッチをセットして
いないか?

MEASUREキーを一度OFF
にしてから、再度押してくだ
さい。

MEASUREキーをON
にする前の測定端子間
電圧が次の値を超えて
いないか?
50 V～ 250 Vレンジ：
約90 V
500 V、PVΩ 500 Vレ
ンジ：約500 V
1000 V、PVΩ 1000 V
レンジ：約1000 V

測定対象を活電部から切り離
してから測定してください。
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困ったときは

症状 確認項目 対処方法・参照先
500 Vレンジ、
1000 Vレンジ、
PVΩレンジで 
測定できない

誤印加防止のロック状
態になっていないか?

ロック状態を解除してくださ
い。(p. 35)

500 Vレンジ、
1000 Vレンジ、
PVΩレンジで
MEASUREキー
をONにすると解
除したロック機能
が有効になる

電池は新品か?
電池の残量はあるか?
アルカリ電池を使用し
ているか?

新品のアルカリ乾電池に交換
してください。*1 (p. 20)

低温度（0°C以下）に
なっていないか?

電池を取り外して温める、あ
るいは新品のアルカリ乾電池
に交換してください。(p. 20)

キー操作から1分以上経
過していないか?

再度ロック状態を解除してく
ださい。(p. 35)

測定値が最大表示
値になる

テストリードが断線し
ていないか?

テスタでテストリードの導通
をチェックしてください。

テストリードがしっか
りと接続されているか?

テストリードと本器との接続、
および、テストリード先端の
接続を確認してください。

測定値がばらつい
て安定しない
（IR4052-50の場
合、表示桁数を減
らすと測定値が読
み取りやすくなり
ます）

近隣に充電回路がない
か?

近隣の充電回路のブレーカー
も切ってください。
切れない場合は、最も低い測
定値を測定結果としてくださ
い。

絶縁抵抗、PVΩの
測定値が時間とと
もに変化して安定
しない
（IR4052-50の場
合、1分値の表示
機能をご使用くだ
さい）

測定対象にコンデン
サーが接続されている
場合
測定対象に接続された
コンデンサーが大きく
ないか?

コンデンサーを外せる場合は
外してください。
外せない場合は、最も低い測
定値を測定結果としてくださ
い。

測定対象にコンデンサー
が接続されていない場合
測定対象の容量成分の
影響です。
異常ではありません。

測定開始から1分後の値を採
用してください。
容量成分が大きく、測定値が
変動する場合、測定値が安定
してから採用してください。*2
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困ったときは

症状 確認項目 対処方法・参照先
同じ測定対象を測
定しても、測定す
るたびに測定値が
異なる

測定対象の物質の影響
はないか?

1回測定した後は十分な時間
（目安：1時間～ 1日）をおい
てから再度測定してください。
絶縁抵抗の高い場合ほど 
分極*3の影響は顕著に出ます。

測定対象の温湿度特性
の影響はないか?

同じ温湿度環境で測定してく
ださい。一般的に絶縁物は温
湿度が上がると絶縁抵抗値が
下がる特性があります。
参考：温度が10°C上昇すると
絶縁抵抗値が1/4以下に低下
する絶縁ケーブルもあります。

出力電圧の極性が
逆

絶縁抵抗計の特性です。
故障ではありません。

参照：「出力電圧の極性」
（p. 付1）

校正をしたら、絶
縁抵抗レンジの確
度が仕様を外れる

付属またはオプション
のテストリードを使用
しているか?

本器の付属またはオプション
のテストリードを使用して校
正してください。
一般の電線では、1000 Vレン
ジの100 MΩ以上で特性に影
響が出ます。

テストリードの絶縁が
劣化していないか?

絶縁が劣化したテストリード
は交換してください。

表示桁数が少ない
（IR4052-50）

表示桁数が少ないモー
ドに設定されていない
か?

表示桁数を切り替えてくださ
い。(p. 37)

*1 電池の残量がある、あるいは新品のアルカリ乾電池であっても、内部抵抗
が大きい電池は、取り出せるエネルギーが小さいため使用できないことが
あります。新品の電池を使用しても動作しない場合は、異なるメーカーの
電池を使用してください。

*2 電気事業法施行規則第73条の4の解釈では、測定対象の容量が大きいた
め、測定開始から3分以上経過しても測定値が安定しない場合には、3分
後の測定値を採用するようになっています。

*3 分極：物質に電界を印加したとき、物質を構成する正電荷と負電荷が互
いに逆方向に移動し、正負電荷の中心位置がずれる現象
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困ったときは

エラー表示と動作表示

LCD表示部にエラーが表示された場合は修理が必要です。お買上
店（代理店）か最寄りの営業拠点にご連絡ください。

IR4051, IR4053, IR4055

表示 内容 対処方法・参照先

Err1

ゼロアジャストができ
なかった
（低抵抗測定時）

 • テストリードが断線していな
いか確認してください。

 • ゼロアジャストできる範囲
は 3 Ωまでです。配線抵抗
を3 Ω以下にしてください。
(p. 43)

指定外のヒューズを取
り付けた

必ず、指定のヒューズを取り付
けてください。(p. 20)

Err2 設定値のデータ破損
修理が必要です。

Err3 調整値のデータ破損

Err4 測定回路の故障 電池を交換してください。それ
でも改善されない場合は修理が
必要です。Err6 電圧発生回路の故障

Err8 無線通信エラー 修理が必要です。

FUSE（点滅） 保護ヒューズの断線 指定のヒューズと交換してくだ
さい。(p. 20)

bAtt 電池電圧の低下 電池を交換してください。
(p. 20)
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困ったときは

IR4052-50

表示 内容 対処方法・参照先

Err 0ΩADJ
ゼロアジャスト許容範
囲外
（低抵抗測定時）

 • テストリードが断線してい
ないか確認してください。

 • ゼロアジャストできる範囲
は3 Ωまでです。配線抵抗
を3 Ω以下にしてください。
（p. 43）

Err1 プログラムデータ破損

修理が必要です。

Err2 調整値のデータ破損

Err4

設定データを格納する
EEPROMなどの故障
（EEPROMとの通信
ができない状態を含
む）

Err5 01 測定回路の異常 電池を交換してください。そ
れでも改善されない場合は修
理が必要です。Err5 02 電圧発生回路の異常

Err8
Z3210通信エラー
（接続不良、Z3210ま
たはハードウェアの故
障）

以下を実施してください。
（p. 25）

 • Z3210を差し込み直す
 • 他のZ3210を差し込む
それでもエラーが表示される
場合は故障です。お買上店（代
理店）か最寄りの営業拠点に
修理に出してください。

Err9 バージョンアップ実行
エラー

GENNECT Crossを使用し
て再度バージョンアップを実
施してください。（p. 69）

FUSE（点滅） 保護ヒューズの断線
（ユーザー交換可能）

指定のヒューズと交換してく
ださい。（p. 20）

APS → P.oFF APSによる電源OFF –

bAtt → P.oFF 電池電圧低下による電
源OFF

電池を交換してください。
（p. 20）
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付録

付録1 測定原理
1. 絶縁抵抗測定
測定対象の絶縁抵抗Rxは、測定対象に電圧Vを印加、このときに測定対象
に流れる漏れ電流 Iと印加電圧Vを測定し、（印加した電圧V）/（漏れ電流 I）
から求めています。
2. 低抵抗測定（IR4051, IR4052-50）
測定対象の抵抗Rxは、測定対象に電流 Iを印加、測定端子間に発生する電圧
Vを測定し、（端子間の電圧V）/（印加した電流 I）から求めています。
3. PVΩ測定（IR4053, IR4055）
測定対象の抵抗Rxは、測定対象に電圧Vを印加し、このときに測定対象に
流れる漏れ電流 Iと印加電圧Vを測定し、（印加した電圧V）/（漏れ電流 I）か
ら求めています。（測定対象の発電による電圧値と電流値を減算しています）

付録2 出力電圧の極性
IR4000シリーズの出力電圧極性は、EARTH（黒）側が＋、LINE（赤）側が
－になっています。これは、日本産業規格JIS C 1302「絶縁抵抗計」で上記
の極性にするように定められているためです。従来、LINE端子（赤）は絶縁
抵抗計の測定用電源の－極側に、EARTH端子（黒）は＋極側に接続されるよ
うに規定されています。これは、絶縁電線などと大地間の絶縁抵抗を直流で
測定する場合、測定対象の芯線に－側、大地に＋側を接続して測定した方が
逆の極性で測定した場合に比べ、測定値が小さくなるのが普通で、絶縁不良
を検出するにはこの極性で測定した方が適しているためです。
最近の絶縁物については、上記のような現象が必ずしも起こるわけではない
ともいわれていますが、上記の方法で問題が発生した事例もないので、従来
のとおりの極性になっています。
（測定対象が接地されていない場合は、印加電圧の極性は任意です）

付録
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活線（充電部）への絶縁抵抗計の接続

付録3 活線（充電部）への絶縁抵抗計の接続
IR4000シリーズは、電圧出力状態で、過負荷保護の仕様に記載された電圧
レベルの活線に誤って接続してしまった場合（10秒以内）でも故障しません。
しかし、接続された測定対象の回路には、絶縁抵抗計の定格電圧が印加され
るか、または、製品仕様に記載の短絡電流（直流）が流れることになり、測定
対象の回路に故障を引き起こす恐れがありますので、必ず活線でないことを
確認してから接続してください。

付録4 電路の試験電圧と主な使用例
社団法人日本電気協会が作成した民間規程である「内線規程」には次のように
記載されています。

第1章 1345節
-1.絶縁抵抗計の電圧 1345節 -2の注6
低圧電路の絶縁抵抗を測定する絶縁抵抗計は、電路の使用電圧相当の定格測
定電圧以上のものを使用することが望ましい。また、使用する絶縁抵抗計は、
この条に規定する絶縁抵抗値が有効測定範囲にあるものを使用すること。絶
縁抵抗計の主な使用例は、JISC1302「絶縁抵抗計」の解説文に記載されてい
る。

「内線規程」は「電気設備に関する技術基準を定める省令」、および、「電気設
備の技術基準の解釈」で抽象的に表現されている事項について具体的にわか
りやすく表現し、技術基準に明記されていない事項を補うための規定です。

HIOKI IR4052C960-01



付3

電路の試験電圧と主な使用例

日本産業規格JIS C 1302「絶縁抵抗計」の解説には次のように記載されてい
ます。
定格測定電圧 使用例
25 V/50 V 電話回線用機器、電話回線電路の絶縁測定

100 V/125 V 100 V系の低電圧配電路および機器の維持・管理
制御機器の絶縁測定

250 V 200 V系の低圧電路および機器の維持・管理

500 V

600 V以下の低電圧配電路および機器の維持・管理
600 V以下の低電圧配電路の竣工時の検査
発電中の太陽電池アレイの絶縁測定
（P-N端子間を短絡する方法）
発電中の太陽電池アレイの絶縁測定（PV絶縁抵抗計）
（P-N端子間を短絡しない方法）

1000 V

600 Vを超える回路および機器の絶縁測定常時使用電圧
の高い高電圧設備（例：高圧ケーブル、高電圧機器、高電
圧を用いる通信機器および電路）の絶縁測定
発電中の太陽電池アレイの絶縁測定
（P-N端子間を短絡する方法）
発電中の太陽電池アレイの絶縁測定（PV絶縁抵抗計）
（P-N端子間を短絡しない方法）

参考：電気設備技術基準58

電路の使用電圧の区分 絶縁抵抗判断基準

300 V以下 対地電圧150 V以下
対地電圧150 V超過

0.1 MΩ
0.2 MΩ

300 V超過 0.4 MΩ
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付4

絶縁物の性質

付録5 絶縁物の性質
絶縁物には一般的に以下の性質があります。

温度によって抵抗値が変化する
温度が高いほど抵抗値が下がります。絶縁抵抗の経年変化により劣化を診断
するような場合は、同じ温度で測定した抵抗値、または温度補正した抵抗値
を使う必要があります。

測定する電圧によって抵抗値が変化する
高い電圧を印加して測定するほど抵抗値が下がります。この性質があるため、
測定対象が使用される電圧と同程度以上の電圧で測定しなければなりません。

吸湿により抵抗値が下がる
高湿度下では抵抗値が大幅に下がります。このため、雨天では極端に低い抵
抗値となる場合があります。また、絶縁物が結露している場合には、大きな電
流が絶縁物表面を漏れてしまうため、絶縁抵抗を測定できません。

付録6 動作不確かさ
EN/IEC 61557で規定されている動作不確かさと各影響量に対する測定値の
変動量は以下のとおりです。
固有不確かさ / 
影響量 動作範囲

変動量
絶縁抵抗 低抵抗

A 固有不確かさ 参照条件 ±5% rdg ±3% rdg ±2 dgt
E2 供給電圧 4.5 V～ 6.8 V ±4% rdg ±3% rdg ±2 dgt
E3 温度 0°C～ 35°C ±4% rdg ±3% rdg ±2 dgt
B 動作不確かさ ±12% rdg ±30% rdg

動作不確かさの保証範囲 第1有効測定範囲 0.2 Ω～ 2 Ω
影響量E1、E4～ E10は非該当
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付5

太陽光発電設備の絶縁抵抗測定

付録7 太陽光発電設備の絶縁抵抗測定
一般社団法人日本電機工業会が作成した「JEM-TR228小出力太陽光発電シ
ステムの保守・点検ガイドライン」があります。
（低圧連携でかつ出力50 kW未満のシステムに限られます）このガイドライ
ンをよく理解し安全に留意して、太陽光発電システムの絶縁抵抗測定を実施
してください。
また、接続箱（中継端子箱）の点検について、以下のように記載されています。
（表1-竣工時点検項目および点検要領より抜粋）

絶縁抵抗
（太陽電池－接地間）

0.2 MΩ以上測定電圧DC 500 V 
（回路ごとにすべて測定）
*300 Vを超える場合の絶縁抵抗の許容値
は0.4 MΩ以上となる。

絶縁抵抗
（中継端子箱出力端子－接地間）

1 MΩ以上
測定電圧DC 500 V

絶縁抵抗測定で印加する電圧について次のように記載されています。
（表4-測定に用いる機器より抜粋）

太陽電池アレイは，JIS C 1302解説表1の電気設備・電路の区分で
は，“600 V未満の低圧配電線及び機器などの維持管理のための絶縁測
定，100 V・200 V・400 V配電路の竣工時の絶縁測定”に該当すると考
えられる。したがって，標準状態でアレイの開放電圧が500 V以下の場合
は500 Vのメガーを用いる。ただし，個別仕様書で1000 Vのメガーの使
用が指定されている場合及びアレイの開放電圧が500 Vを超える場合は，
1000 Vのメガーを用いる。
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付6

太陽電池アレイ絶縁抵抗の測定方法

付録8 太陽電池アレイ絶縁抵抗の測定方法
太陽電池アレイの絶縁抵抗の測定方法として、JEM-TR228には2つの方
法があり、いずれかの方法で測定します。測定手順の詳細についてはJEM-
TR228を参照ください。それぞれの方法の特徴は以下のとおりです。

P-N間を開放した状態で行う方法
本取扱説明書のPVΩ測定機能では、この方法に沿って説明しています。太
陽電池電圧が試験電圧に影響を与えるため、正確な測定結果にならない場合
があります。また、手順間違いにより太陽電池パネルを損傷する恐れがあ
ります。下図のように地絡により漏電が起きている場合、発電による電流が
絶縁抵抗計に影響を及ぼし、通常の絶縁抵抗計では正確に測定できません。
IR4053と IR4055のPVΩ測定モードでは発電の影響を受けずに正確に測定
できます。

P

N

接続箱

PV 漏電

接地

PV側電流
絶縁抵抗計側電流

P-N間を短絡した状態で行う方法
正確に測定できますが、短絡によりアーク放電が生じる場合がありますので
非常に危険な方法です。また、太陽電池パネルの劣化状態により火災の恐れ
もあります。

P

N

接続箱

PV

接地
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